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表層型メタンハイドレート開発に係る
海洋調査・環境影響評価の進捗について
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鈴村 昌弘

2021年12⽉3⽇

本研究は経済産業省のメタンハイドレート開発促進事業の⼀部として実施しました



0

生産技術の開発

環
境
影
響
評
価

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

回収技術の調査研究 回収・生産技術の研究開発

海洋環境影響評価手法の研究
ラボ実験・最新分析技術導入・
社会動向調査

海域環境調査
ベースラインデータ・生
態系/物質循環特性解明

先行プロジェクト 現行プロジェクト
方
向
性
の
確
認
・
見
直
し
の
結
果
を
踏
ま
え
た
海
洋
産
出
試
験

資源量把握調査 賦存状況調査

海底の状況等調査

試験海域の特定

民
間
が
主
導
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始

評価

2003

学術研究

海
洋
産
出
試
験
の

実
施
場
所
の
特
定

初
め
て
表
層
型M

H

塊
の
回
収
に
成
功

2023

表層型メタンハイドレート（MH）開発研究の経緯
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表層型MH海洋産出試験に向けて

u 表層型ＭＨ海域の環
境特性の解明

・⽣物特異性・連結性
・物質循環・⾷物連鎖
・海洋物理環境
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u 回収・⽣産技術の開発
u 実施海域の選定

試
験
中
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視

1. 予備的調査・研究 2. 事前調査・研究 3. 環境モニタリング

連携

u 広域的な海洋調査
・広域・詳細地質調査
・精密地震探査
・海洋電磁探査
・掘削同時検層
・掘削地質試料採取
・簡易環境把握調査

1. 資源量の把握 2. 賦存状況の把握 3. 海底状況の把握
◆ MH賦存層の状況把握
＜有望海域の絞り込み>
・海洋電磁探査
・詳細地質調査
・精密地震探査
・熱流量調査

◆ MH賦存域の海底調査
＜重点調査海域で実施＞
・海底機器観測
・地盤強度調査

海
域
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u 回収・⽣産技術の開発
u 海域環境調査

連携

海洋産出試験の実施場所の特定

環境影響評価
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調査海域と調査内容

＜第38回メタンハイドレート開発実施検討会（2021.11.17）資料5を⼀部改訂＞

丹後半島北⽅
（隠岐トラフ）

海鷹海脚・上越海丘
（上越沖）

酒⽥沖
（最上トラフ）

l将来の表層型メタンハイドレートに係る海洋産出試験を⾒据え、電磁探査、掘削
調査、潜航調査等の詳細データが揃っている３海域をモデル調査海域として、必
要な海洋調査を実施していく。

海底地形（着⾊部）は、広域地質調査(2013〜2015)実施海域

海洋調査・海域環境調査の実施予定海域 調査内容

番号（丸数字）は次ページの表に対応

調査実施予定３海域
・地質構造が異なる
→集積機構の違い

・データが揃っている
調査項⽬①〜⑥

• 物理探査
Ø ⑦⾼分解能三次元地震探査

• 海底機器観測
Ø ⑧熱流量調査
Ø ⑨底層流等のモニタリング
Ø ⑫海底環境調査

• 掘削調査
Ø ⑩地盤強度調査
Ø ⑫海底環境調査

• 海域環境調査
Ø ⑪海底画像マッピング
Ø ⑫海底環境調査
Ø ⑬海洋観測



※あくまで現時点での計画であり、今後実施時期や調査項⽬について関係者等と調整させていただく予定です。

海洋調査・海域環境調査の実績と今後の実施計画
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調査項⽬ 丹後半島北⽅
（隠岐トラフ）

海鷹海脚・上越海丘
（上越沖）

酒⽥沖
（最上トラフ）

①広域地質調査（ガスチムニー構造の探索） 実施済 実施済 実施済

②詳細地質調査（特異点周辺の詳細地形・地質構造探査） 実施済 実施済 実施済

③海洋電磁探査（⽐抵抗分布の把握） 実施済 実施済 実施済

④掘削同時検層（坑井の物性測定） 実施済 実施済 実施済

⑤掘削地質ｻﾝﾌﾟﾙ採取（ﾊｲﾄ゙ ﾚー ﾄ及び堆積物採取） 実施済 実施済 実施済

⑥ROV潜航調査（簡易環境把握調査） 実施済 実施済 実施済

⑦⾼分解能三次元地震探査（精密地下構造探査） 2021 実施済 2019
⑧熱流量調査（賦存領域下限深度の把握） 計画中 2022- 2020-2021

⑨海底機器観測（底層流等のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） ＜+環境＞ 計画中 2022- 2020-2021

⑩地盤強度調査（コーン貫⼊試験） ＜+環境＞ 計画中 2022 2021
⑪海域環境調査（A）（海底画像マッピング）＜+海底状況＞ 2022 2021 2020
⑫海域環境調査（B）（海底環境調査） ＜+海底状況＞ 2022 2021 2020
⑬海域環境調査（C）（海洋観測） 2022 2021 2020

資源量把握に向けた調査
（2013〜2015）

賦存状況等を把握するため
の海洋調査（2017〜）

海域環境調査
（2020〜）

凡例 海底の状況等を把握するための
海洋調査（2020〜）

＜第38回メタンハイドレート開発実施検討会（2021.11.17）資料5＞



海洋産出試験の実施場所の特定に向けた海洋調査
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海洋の各種産業利⽤の特徴
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表層型MH開発の環境影響シナリオ
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⽣態系モデルと現場観測による相補的アプローチ
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• 海⽔柱の現場物理・化学データを取得
• 採取した海⽔の化学・⽣化学データを取得
• プランクトンネットによる⽣物採取を実施
• 船上で⼀次⽣産速度計測を実施

→ 現場海域の海洋環境ベースライン（⽔質、⽣物群集動態）

海⽔柱鉛直構造

CTD−多筒採⽔器

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ

甲板⽔槽：⼀次⽣産速度計測

プランクトンネット

海⽔のろ過システム採⽔⾵景

CTD観測ー採⽔海底

海洋環境調査
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堆積物コア採取 間隙⽔採取

バクテリアマット
（冷湧⽔活動の指標）

ROV

海底設置
観測機器ﾍﾞｲﾄ

ﾄﾗｯﾌﾟ

• 冷湧⽔域の堆積物の化学・微⽣物学的な性状を評価
→ MH⽣成メカニズムやMHに関連する物質動態（炭素・硫⻩・重⾦属）や微⽣物の役割を解明

ベイトトラップ コアサンプル端脚類（ヨコエビ）

ｺｱｻﾝﾌﾟﾗｰ

海底三次元
ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

凹地形

コア分取

炭酸塩岩採取

海底環境調査
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海底環境⻑期モニタリング
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本⽇の研究発表

＜第38回メタンハイドレート開発実施検討会（2021.11.17）資料５を⼀部改訂＞

酒⽥沖
（最上トラフ）

• 物理探査
Ø ⾼分解能三次元地震探査

• 海底機器観測
Ø 熱流量調査
Ø 底層流等のモニタリング
Ø 海底環境調査

• 掘削調査
Ø 地盤強度調査
Ø 海底環境調査

• 海域環境調査
Ø 海底画像マッピング
Ø 海底環境調査
Ø 海洋観測

海底地形（着⾊部）は、広域地質調査(2013〜2015)実施海域

2020年酒⽥沖調査 調査内容
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「酒⽥沖海域の海底地形、地質構造、海底状況調査」
地圏資源環境研究部⾨ 浅⽥ 美穂

「メタンハイドレート胚胎域を含む⽇本海の海洋構造」
環境創⽣研究部⾨ 中野 知⾹

「メタンハイドレート胚胎域における微⽣物⽣態系とその機能」
環境創⽣研究部⾨ ⻘柳 智

「酒⽥沖メタンハイドレート胚胎域の微⽣物によるメタン酸化ポテンシャル評価」
地圏資源環境研究部⾨ 宮嶋 佑典

「酒⽥沖メタンハイドレート胚胎域における⽣物地球化学的物質循環」
環境創⽣研究部⾨ 太⽥ 雄貴

「遺伝⼦解析⼿法による⽇本海⽣物群集の多様性・連結性評価に関する研究」
地質情報研究部⾨ 井⼝ 亮

講演タイトル

酒⽥沖にメタンハイドレートは？
⾊々な⽬で⾒る海底環境

メタン放出を抑える微⽣物プロセス

海洋の物質循環を駆動する微⽣物群集

表層型メタンハイドレートの存在する⽇本海とは？

最新の⼿法による⽇本海の⽣物多様性・連結性評価

⽇本海とメタンハイドレート、特異な環境が⽣み出す物質循環
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